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田巾次官

祝辞
文部事務次官田中義男

館康は人間生活の根本である。

建康を保持して思う存分に働ぎ、

天寿を全うすることは何人も望む

ところであろう。我々は健康につ

いて、一層の関心を持ち努力を払

わなければならない。

近来国民の平均年令が高まりつつあることは誠に喜ぶぺぎ現

象である。この時に当り 、雑誌液健康教育、を刊行して、健康

についての正しい矧識の啓培に努力されるとゆう事は、すこぶ

る有意義である。

理念を堅持して、その目的を達せられることを希望する。

創刊号発刊に当り、祝意を表する。

発刊の辞
河合製薬椋式会社
取締役 会 長

薬学博士 河合亀太 郎

国を興す基は教育の振興にまた

なければならぬし、教育の大本は

子供を健康に育てることにあると

信じます。

河公 会長 憲法にはすぺての国民が健康で

文化的な生活を営むことが保障され、教育基本法、児童福祉法

にも心身共に健康に育成されなければならぬことが明示されて

あります。

此等立法精神の具現化のため、学校の先生方が日夜御苦心し

ていらっしやることに対しましては深く敬意と感謝とを捧げる

次第でございます。

然るに国民健康の実態は確かな統計によりますと 、二千万人

の近視眼者があり 、八百万人のト ラコーマ患者があげられ、児

童の紙歯は 9Jパーセ ント然も其の 90パーセントが未処置の

まヽであることや、寄生虫の保有者は厚生省の調ぺでは、全国

民の八割に及ぶと報告されていますこ とは、聞 く丈けでも驚ろ

くぺぎ数字で、将来一層国民体位の向上、健康増進に努力を要

すると存じます。

健康増進に奉仕することは私の経験と専攻の立場から年来の

宿願でありました。今後‘健康教育、 という雑誌を順次に発行

して健康教育上の諸問題について、専門家の諸研究、学校教育

の実践と其の施設、図譜、統計等を盛り あげて先生方の参考資

料に供し、利用を御願いすることを得ますことは、誠に喜ぴに

堪えない処であります。本誌が逐年内容を充実し得て皆様方の

学章教育の一助ともなり得ましたら幸甚の極みでございます。

. ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... 一

一座談会一

パ喜恵への節進l
出席 者

文部省初等中等局保健課長塚田泊作先生

東京大学教授 医学博士重田定正先生

炭応大学教授 医学博士原島 進 先生

河合研究所長 農学博士吉 田正信先生

昭和 31年 9月20日 河合研究所に於て

• 一... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... 
原島 現在の健康に就ての考え方は 20年 30年前とけ随分

達って来たようです。

重田 昔は健康とは病気のない事だと簡単に考えていたので

すが、最近は健康論が盛になりました。これは何といって も文

部省の御指海にまつところが多いのです。

塚田 戦前け よく体位の向上というような言葉が流行った。

のですが、これもむづかしく定義づければ色，，， 説もあ lJましょ

うが簡単にいえば健康増進 という事でしょう。ょ 町建康に、更

に健康によ 1J丈夫にというような事は、昔からいわれていた事

です。

璽田 健康を問題として取上げるようになったのは、確かに

戦後からです。

塚田 健康、健康というが一般大衆は健康に対する認識が足

りない。率直にいうと健康に対 しての不感症であるといしたい

のです。

原島 こいで話のいと口が見付かったようです。それで健康

について関心を持つという事から話を始めましょ う。塚田先生

は健康不感症であるといわれますが。

塚田 私は欲張っているかも知れないですが、まだ一般大衆

の認談が足りないといいたいのです。

重田 然し新聞を見ると健康に関した記事が多くな った様で

す。これは健康に就いての関心が麻まってきている謡拠です。

塚田 新聞とか雑誌に多く健康問題が扱われるようになって

来た事は確にいえます。ダ イジェストを見ても必ず健康1こ関係

のある 問題が収上けられています。大新聞でも文化の進んだ国

ほど新聞雑誌に健康問題の記事が取上げられているようです。

吉田 健康問題に関連のある記事は確に多くな 1Jました。

重田 東京大学の新聞研究所で昔の新聞を調べてみると今の

新聞は健康の問題を多く扱っています。

雲田 健康教育とか、保健教育とかに携る方にこうした問題

を是非調ぺて頂きたいのです。

原島 健康を教えたリ 、それを扱ったりする学校の盲点をつ

かれたようです。今後本誌なぞも、これからは健康についての

oo心をよびおこすにはどう したらよいでしょうか。
塚田 むづか しい事です。一番効果のあるのは大新聞や週刊

誌あたリがこれを取扱う事がよいのです。健康1こ拗した記事を

新聞社、雑誌社あた 1Jへ権威のある方から原稿を送っておけば

適当な時に編巣 して戟せて くれる で しょう。

原島 健康に就ての学校教育、社会教育ではどんなところか

ら始めなければな らないので しょうか。一体健康と は何か。こ

ちらにはっき 1Jした考えがないと教育が出来ません。健康の定
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義としていろいろなものがあリましょう が、それらはすべて抽

象論であるといって よいのです。

重田 この間も新聞の投害1こ身体的、 精神的、 社会的健康と

書いていた主婦があったが果してよく理解しているのか疑わし

いのです。 渭健康とは......、丸呑みでなくこれをかみ砕いて教

えてやらなければならないのです。

塚田 愛児の教育程度1こしても言薬は悪いがピンからキリま

である。これを普及徹底させるにはいろいろの方法もありまし

ょうが新聞や雑誌の記事に多 く載せる事、即ち新聞や雑誌を通

じて健康に就て社会 を教育する、それから学校の先生が夫々の

学年に応じて健康教育をやってゆく、それを如何に具体的にや

ってゆ くか、その問題、やり方の正確な知識が先ず大事です。

重田 全 く同惑です。 この問題は小学校 1年から・・・・..寧ろ幼

稚園、保育所から始めるべき で しょう 。そして何が必要か具体

的に年令に応じ能力に応じて教えるのです。

原島 健康教育を系統的にしようとすると観念的になり勝ち

であ ります。そこで多少は観念的であっても、先ず学校で健康

に就ての関心を高めておくのです。その子供がやがて親にな

る、するとその親が家庭で子供達に教えます。それを見通して

ゃる事が大事です。昔の親より今の親の方が億康に就て関心は

深いといってよいでしょう。

塚田 小学校で11

1人の先生がすぺて

の教科を教える事に

なっていますので、

保健の知識に就てI!

先生が、より右くな

くてはならないと思

います。子供を丈夫

にしてやろうという

観念が先生にまだ足 吉田区博 ・1じ［島医博

らないのではないで しょうか。それには矢張リ小学校の先生方

に、欲張ってい るかも知れませんが、も っと保健の知識が欲し

いのです。 我々 の小学校の時よリ今とどちらが大事にしていま

すか。小学校の身体検査は結核を除いては私達の時代と変って

いません。 進歩 していないのです。身体検査を徹底的にやると

いう事で今の身体検査がどうあるかを考えて見たいのです。現

在の学校身体検査を今少し徹底してやるぺき であると思うので

す。事後処腔に就ても注意はしているが、まだまだ足リないと

思います。

原島 身体検査のうちどこに重点を匠かなければならないの

でしょうか。
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重田 自分は母親の乳が多かったのであ I)ますが明治 30年

頃は牛乳 をのんだ方がよいといわれ母乳をやめて牛乳 をのまさ

れました。しかも完全に煮沸したので今から考えるとピタミン

は完全にこわれてしまい、ピクミンの欠乏症にな って しまった

のです。両親が医者の息子と娘だったため衛生に熱心であった

出身の者にはしっかり基礎があるのですが、他の者では基礎教 はないでしょうか。

育を受けていない、たとえば歯ぐきから血が出る と、それが璽 原島 それでは栄蓑の問題はどうでしょう。

〈な ったのが壊血病であると教えます。なる ほど装血病の とき 吉田 小学校の体格検査で栄養の判定は現在どうしています

も歯く・きから血が出るが歯ぐきから血が出れば、みな壊血病だ か。

込‘う のは誤 I)です。とこ ろが実際，こは教材が多過ぎるので、 重田 元は栄養甲、乙、丙という以外に概評というのがあり

なかなか正確な知識を授けるための準備がゆきとどかないので ました。身長何尺何寸、体璽何貰何匁これによって判定し、体重

す。 が何々あれば甲というふうにきめたものでありました。私は、一

塚田 小学校の健康教育は一応各科目 の中に入ってい る事に 年の時は身長計ではかられぬくらい小さかったので、いつも丙

なっていますが。 でした。子供心に甚だ不満でこんな規則なんか止めなくっては

原島担任の先生が正確な知談を持っていなければそれが出 と思いました。今はこの栄蓑 も発育概評もなくなリましたが、

来ません。 栄蓑の指数はどうしてきめますか。現場の先生方には希望もあ

2



鹿談 会の 各氏

れば不満もある でしょう。

塚田 文部省で も、どの方法がよいかと研究しています。栄

養判定はなかなかむずかしいのです。 これは外国で も困ってい

ます。然しこのま ヽ放っておくわけにはいかないのです。 校医

の先生にやリやすい ように、ある 程度の線 を出すよ うにしなけ

ればならないと思っているのです。

重田 工楊ではどうなっていますか。

原島 工場の身体検査ではこれはやって居リません。その理

由は成長 した後の人達の問題であるからです。 学校の方は発育

期だからこ の事は大事です。

吉田 ピクミン欠乏の調査は菰要でしょう。戦前にピクミン

Aの欠乏の有無を暗調応試験1こよ って調ぺ、戦後に公衆術生院

で束京 ・青森などで学童に就て血液中のピクミンAを測った事

があリます。B、Cに就ても検査が行われました。現在学童に

どの程度にピクミンが欠乏 しているかを簡易に測かる方法があ

ればよいと思いますが。

塚田 沢山な子供を検査するとなると、どうしても簡洋な方

法が欲しいのです。角膜乾燥症を調べている学校がありますが

学校によ っては相 当にあるようにも聞いています。こういう事

実は放 っておけないのです。食椛事情がよ くな って国民の栄蓑

の内容が悪 くな った点は是非新聞ゃ大衆雑誌に訴える必要があ

リます。

吉田 脂溶性ピクミ ン研究委員会では日本人のピクミ ンA摂

取状況 と、その対策という課題で研究調査す る事1こなっていま

す。本年中にこ の結論を出すことにな って只今デークーを集め

ています。厚生省の国民栄簑調査の結果ピクミンAは国民所要

量の かにも足~ リない。今後どうするかは大きな問題であ りま

す。

塚田 それは驚くべき事であ ります。専門家が調査研究 され

た仕事で大衆に訴えなければならない事が柑当沢山あります。

行政として も早く手を打つぺきであると思い ます。

原島 吉田先生の御専門から見て、今日 の日本人の栄養状態

はどうですか。

吉田 昭和 21年から毎年行なわれてい る厚生省の国民栄養

調査によ l)ますと日本人はピクミ ンの摂 1J方が少ない、食徊に

対する正確な知識の普及が大切であると思います。最も欠乏し

ているピクミンAを補給するに一番容易に出来る手段は肝油を

上手に使うことであります。日本人の肝油は現在アメリカ、西

欧に盛に輸出されていますが、国内の消衣はそ の so/Iに過ぎま

せん。 このピクミン A補給の方法には 2つの行き方があって 1

つは食品のA強化、他はA製剤です。

原島 強化と は浪くする事ですか。

吉田 不足している栄荏索を人工的に食品にMl足する事むい

っています。学校給食で B1B~ をバン 1-ft分に各々 0.4ミリ

0.3 ミリ入れている のですが、今文部省給食課の要望はバンの

中にピクミン Aを入れる事です。将来は確1こエンリッチする事

が出来ると思い ます。

重田 戦前には子供が並んで立っているとスポイ トで肝油を

飲まされたのです。今の子供は知らない間に栄殺を入れてやら

な＂、とならない 。ェンリッチなどで・・....。

吉田 バン のA強化の楊合、BlB2と同 じ様に原料小麦粉の

中にAを入れる事が考えられています。最も大切な事はピク ミ

ン安定化で折角強化したピクミンが破数されては何に もなリ ま

せん。また国家的に大きな損失であリます。

重田 パンでなくミルク に入れたらどう ですか。 これも昔話

だが味噌汁に肝油をたらしていた事もあリます。

吉田 ミルク のA強化 もよい方法です。 このよう な対策 を実

施し、効果をあけるためには栄養の問題に対する一般の関心を

深める事が大切です。

原島 系統的でなくて断片的でよい。正確な知識を与えてい

く、これが健康教育である。定義よリもJffr片的な知談を目、耳

を通して視聰党に訴える。画に描いたも の写真などで、また実

物で教える。このようにして保健の甚礎教育をする 、小学校の

教育であればこれで充分でしょう。

重田 小学校ではそれでよいが、高等学校の段階では系統的

でなく てはいけないのです。 系統だてるためには、いきおい抽

象的になる、 実践的にすれば断片的になります。

原島 系統的にすれば抽象的になる、 断片的であれば実践的

にな リます。そこで、健康の基礎となる最小限／度の知識は何で

しょ うか。 消毒、伝染病の予防、 それから・・・・・・

塚田 毎日の食事が子供の健康に大切です。 私はやは 1J小学

校では毎日先生が子供が健康であるかどうか観察するのです。

身体検査をしっ かリやり健康を把握 しておく 、早 く欠陥 を見付

けて早く処既してやる、児童の心身の欠陥を早く治してやる事

が大事であリます。

重田 母親は児童の学業成績はよく見ますが身体検査の成績

はよく見ないのが多いのです。毎親がもっと家族の健康に気を

つける 、家計簿は入念につけていますが、家族の健康、 子供の

健康に就ては記録しません。帳面の）「隅でもよいから健康状態

を◎、0、△、 X位つけるのは容易だと思う のです。母親は目

ゃ耳をつかって子供の健康に就て入念にメモしておく のです。

原島 衣食住の事や、レクリエーションに気 をつけてい くと

同時に、 子供や家族の健康＿ よいも のを食ぺ、よい住居に居

る事を考えるばかりでな く子供の健康のエ合をよ く知っても ら

わなければならないのです。

今夜はこれで、ありがとうございました。

（文費在記者）
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吐 一国立栄養研究所栄養生理部長
医 博 鈴木慎次郎
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栄養は、体力をつ くる源泉であるばかリでなく、 栄養素の不

足により起る栄養素欠乏症の直接原因ともなリ、また、その一

般疾病に対する抵抗力にも関係があるので、国民の健康の土台

をつくるも の といって よい。

戦時中の低栄養は戦後著しく改袴されてきたが、こ の 2 • 3 

年は、蛋白 ・脂肪 ・無機質 ・ピクミン等の摂取量は停滞してい

るか、なかには却って減少しているも のさえ見うけられる 。そ

して、こ の傾向は都市 よりも郡部においてより強く現われてい

る。

栄

養

研

究

所

ニ

戸

1
-

説

明

の

二

郡部をさらに、水田地区 ・畑地区 ・水産地区 ・養蚕地区 ・林

業地区などにわけて考察すると、林業地区では蛋白 のと リ方が

著 しく少いため貧血症が多く、漁村では前物性蛋白を充分とっ

ているが野菜不足のためカロチンの摂瑕揖が少く、そのため、

毛孔性角化症の如きビクミンA欠乏症を起しやすい。 また、主

食 を大拭1こと っている養蚕 ・漁村 ・林業地区ではピクミンB群

の不足をおこし、かっけや、口角炎が多〈発生している。しか

も、これら の栄養素欠乏症の発現率は著 し〈高く、林業地区で

け 48%、養蚕地区では 44%、漁村では 36% という 多 くの

人々 がどれかの栄蓑素欠乏症状を呈 しているのであ る。

このよう に各地区によ っても多少の差異け認められるが、大

きくみれば、これらは日本人の食形態から来る共通の欠陥 と

思われる。

即ち

(1) 

(2) 

(3) 

説

明

の

主食を多く食べるため炭水化物にかた より、その総熱量に対する割合は 8

割にも達 し、欧米人の1音近〈もと っている。

脂肪の摂取蓋は少 く1日20g前後で、欧米人の出~'んに過ぎないこと。

蛋白摂取藍も少いのみでなく、質的にも植物性の ものが多 く、動物性蛋白

は総蛋白の 1んに達していない。

欧米人は牛乳や乳製品を多豆にとる のでカルシウ ムを充分補ってい るが、

H本人は必要量の半分くらいしかとっていない。

日本人は炭水化物を沢山とるからピクミン B1を欧米人以上に多く必要と

するが、白米を主食とするため B1のとり方が却って少い。 B2も不足が

ちである。

(6) ピクミンAの とり方は必要葦より著し く少く、かつその給性はそ の8割 ま

で有色野菜に含まれるカロチンであ る。 したがってその利用は一層わるい。

これ等のH本人の栄養状態の欠点を改蒋するにはどうしたらよいか。それには

まず、主食偏重の食習慣を改めること が第 1にあげられる。第 21こ、勁掬性食

品ゃ油脂類の使用を増加 して、良質の蛋白ゃ脂肪の摂取猛を麻めること。第 31こ

野菜 とくに緑黄野菜を多くと 1)、ピクミンと無機質を充分とること、第 4に天然

の食拉からだけでは不足しがちな栄液素、ピクミンAゃB、カルシウムなどは強

化食品や薬品からとることなどがあげられる。

日本人の身長は明冷以後、 10年ごとに約 1cmずつ伸びてきたが、さらに以

上の方向に食生活を改蒋すれば、日本人の体格は、将来めざましく向上するであ

ろう。

(4) 

(5) 

① 湛礎ft謝のをPJ定
国民の所要熱揖の未湮を決定するためにはまず、

年令別・性別・ 気候別の湛礎代謝が測定されなけれ

ばならなしo老若男女を破検者とし、或は気候の影

響をみるために九州から北洵辺に出かけ該地の住民

を破検者とし、その孔駈礎代謝を割定する必要がある

写只では老人の応腱代図IがUJ定されてしる。

R 人体や食物の巾に各栄養索がどれくらい含まれ
るかを情密に割定するには、ガラス楽貝ばかりでな
く、しろしろな装匹が必要であるo写只11光学室o
R 日本人に不足しやすいピタミンはB群とAであ
るoB群やAの欠乏状限が検査されたり、それらの
利用率が割定されているビタミ ン研究室o

（以下5頁へ）

食品群別の摂取状況
一人一日当 I)甚4悶
仝 郡，,, 郡 郎
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① 栄発価の高＼、おし、し＼、ほ珀欧立をいく通りも作り、食

生活改苦の沼料をつく る閲珊実験宅o

R カJ四ノンウムが9く乏すると、どんな病気になるか、日

本人に不足しやすいカルンウムば、どんな種類で与えたら

しもばle年1//TJされるか、日本人のカル.iiウム所要屈はどれ

くらしか、などのIUJ:liiがJill即研究室で行われている。

c 作染代謝の沼り定

作柔の莉類は千梵万)l:Jである。 同紀定によて必要熱足がどれ

ぐらし迎うかを快定するためには、その町店菜についての時

問閃査ど．、各（乍槃につし、ての汁：既執t社が実割されなければ

ならなし，。写真では走行盤上で歩行<IIO)エネルギー代謝が

籾定されて'・・る。

飾北ダミ最lt
河合研究所学術部

完全な栄蓑は健康の保持、体位の向上の根

拠をなすも のである。栄養素は身体を構成し、

熱と力を与える熱量素とピクミン、塩類など

の微黛栄養素との 2種からなる何れか一方が

不足しても完全な栄蓑は保てない。現代の食

生活は殊に微拡栄養索の摂取を益々困難なら

しめている 。 この栄蓑上の欠陥を改蒋する対

策の一として食品強化の問題が重要性を加う

るに至 lJ、実施への努力が払われている 。 研究所の一部

食品の眸化とは日常の食拗では必要な藍を摂取出来ない栄焚素を人工的に食品

説 に加えることである 。

叩 1936年に米国で食品の栄養改蒋の目的で食糧栄養審議会が設けられ、牛乳に

の ビクミンD、食塩に沃索の派力nが検討されたのが食品強化の始といわれる 。次で

_ 1938年 にはマーガリンに天然バク ーと同等以上にピクミンAを加えることが決

定された。米ならびに英国で 1940年頃から小麦粉の B1、Bz等のビクミン強化

が実施され、またデンマーク、 スエーデン、 スイス、ドイツ等でもマ ーガリン の

ピクミンAD強化がそ の頃から行われた。

H本に於ても戦後ピクミン補給の重要性が認識され、昭tll25年にマ ーガリン の

ピクミン強化が厚生省令で規定され、昭和27年には当時の経済安定本部資源調査

説
会 よlJ食品の強化に関する勧告が提出された。また昭和29年頃よリ国民栄蓑改蒋

llll 法による特殊栄養品として Bi強化米としてピク ライス、プレミックスライスが

の 販売された。他方学校給食に於ても小麦粉のビクミン Bぃ恥強化が昭和28年よ

l)実施されて居 l)、更にAを強化する方針の下に目下検討が進められている。

今日の日本人の栄養摂取の状況から考えて強化を必要とするビクミ ンはA、Bl

恥 、C、Dである。これ等を強化する適当な食品 として次の ものが挙けられる 。

A一 マーガリン、味噌、牛乳、脱脂乳。

B1B~ — 米、小麦粉、バン、醤油、味噌、菜子。

c― 果実罐詰、牛乳、粉乳、葉子。

説

明

D 牛乳、粉乳。

これ等ピクミン中強化の対象として最も重要な のはAである 。 という のはH本

の
人の食習慣J:、また経費の上から食品によって必要な量のAを摂ることが非常に

五
困難であるからである。

近年肝油の浪縮技術の進歩により良質の高単位のピクミンA油の生産が比較的

安価に出来る見込がたち、食品に悪い影孵 を及ぽさ ずに強化が可能となった。し

かしなおA強化の実施を阻んでいるのはAの破壊の問題である 。

現在のところ良質のピクミンA剤を用いることがAを補給する最も確実な方法

である。今後Aの破壊防止の研究の進展によリ、ビクミンA強化食品が完成され

ることは大いに待望されるところである。

説
ヒ9ミン8,

明

の

ヒクミ ンB,-/・¥ ~ 

詣訪

学校給食による

栄養摂取の実態

昭和23年疫成績（文部省潤査）

児 1人1回当りの平均栄蓑摂取lllilA

捌、 B型、C型とも同様で、熱1il、脂肪、

鉄、ピタミン C、B,は、？＆準且を上回っ

ているが、缶白質、力）レンウム、 ピタ ミソ

Altぶ準足に達せず、特にカルシウムとピ

クミンAが著しく不足している。
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皇患僑良腹 ①
 

健康優頁校に選定されて想う ヤ

翌

千代田区立九段小学校長 時

丸山松 太郎 1/iJ 

けているように思われて来た。 (31,10, 12) 

一 東京都九段小学校 ＿

太陽灯について

九段小学校養諦教諭

館智子
木校1よ幸に戦災をまぬかれ、街生室のいるいろな施設も無事に残
っている。
この太四灯装;i;_ば、昭和9年に区内各小学校が一齊に設置したも
のであるが、永年使用 していなかったものであるが其の利用価値(1)
ある事をみとめ、多額の費用をかけて
① 人7.:太屈i:l浴室の改修
① 自別点火式 Cギバ水銭灯」 2台の新設
R 500ワット赤外線灯3灯を新設
24年秋から足かけ 8年この太製灯は充分利fllされて今l・Iに至て
し・る。
照射は、定期自体検内の折学校医が栄従状態をA.B.C.oJ三段附
に分け、「C」に屈する者及びIH.弱体四児、ひふ杖患J)ある者に千iて
¥、る。
在硯照射を交けている児立は約 90名いる。 館先生の太磁灯採,1,

私は咋年の大異動によって、偶々本校に赴任し、前

任者からパトンクッチをしてから、 ここに瀾 1ケ年を

経過した。私は前任者の窓志を体得して、積極的な体

錬と、消槌的な投誨とを併列させ、更に、 精神衛生の

面をもより重視して文字通リ身心両面を兼ね備えた哀

の他康優良な人間俊を両いて、日々の歩み をつゞけて
仝

校
~·w 

いる 。 --
行

如何にからだは大きく頑健であっても 、意志が薄弼

丸 1l1校長 と 校合 であったリ、礼儀作法に欠けていたリ、ことばづかい
追

が粗野であ ったリ、その他思わしからぬ行動をするようなこと では、爽に健康な人間と は

断じていえない筈である。

学校教育のすぺては、健康教 育に包含されてしまう のである 。 日常生活における坐作進

退 、特に対人関係の指導から、 学習時 の要勢、目と書拉やノ ー トの間陥、文字の大きさ、 大

鉛筆の削 リ方、更に給食時におおける 食事作法から偏食の矯正等にいたるま で 、その指琳
休

想
が徹底しておらなくては、 真の健康優良校とはいえないと思う 。 特

「子供 と共 に」という ことばは、どこ の学校 で も、 どの教師で も、やたらに 1こ9にしてい の

るが、一 体ほんとうに 「子供 と共に」の生活 をしている教師が、日 本 中に何人居るかとい
校

庭

う疑間 を私は抱いている 。 ここ ろみに 、休憩時間中校庭を見渡した際、子f!tーと遊びながら
促康管理に 当ている教 師 が、 1つの学校に何人居るか、甚だしいのになると、週番の腕章

をつけた教師が、職員宅で雑談にふけっている学校すら あるのである。そういう状態であ

っても 、職員の服務規程や生活指?(j.}Jリキ ェラムが理路整然と出来てい ることを思うと、

まことに滑稽といわざるを得ない。

私の実施 していることを述べると 、 毎授菜時間後の 5 分や ~o 分の休憩時をやめて第 2

校時の終 リに '.lO分間の大休憩時 を設け、此の休憩時には校長以下 令員例外なく校庭に出

て、児窟と追ひなが ら遊び の指滸や健康・つ管理に当ている のである 。単純なよう であるが、

遊びの中に子供たち の真の性格、 対人脚係等が把握出来て、授業時間 rf• には得られない逸

話記録が生まれて来 るのである゜

これも 1つ の小 さな例 であるが、私の学校で全校行進を此の頃や って見ているが、日 が

たつにつれて全体の呼吸がとと のっ て来て、此の頃では児童 1人 1人が、自分も 全体 の中

の 1員である とい った ような自党 を持って、その雰囲気 に浴け込んで楽しい正常歩をつゞ

学苔時 1渭

胚掛に深く肱をかけ廿筋をのばす。

「II.I来る人は手をますぐに上げなさい。」

全 校行 進

身も心(,のひやかに、1年：よ1年らしく 、6年

は6年らしく 、それぞれの発達段陥を示しなが

ら、n滑砂を楽しむ。
大H懸!:tれの校庭

子供たちの迅心を指導しながら、そのヤt格や対

人腐（系がj~姐されるし、逸話氾録も生まれる。

編集余滴

fjJJfJJに当り、田,,,文部次... j'の御祝辞を賊き、庄

談会には文部行の区田保り邸田長、束大の可田牧澄

区応の］以乱教曳、カワイ研究所の古田所又の方々

に御即ヽII:来ましたことを深謝しますo

c精神J;:体医学の主張が健ば教育の安践に力を与
えてくれさす。 健甜とは従来の身体的なl出源のみ

に限らず、以体的、精神：内、社会的、生活的に調

和統一的なものだといわれていますo全人牧市即

健瓜牧行であることは欲ばつた学説でしょうか。

c咽いよ教行」と銘うつて狐々 の声をあげましたo

本誌に対し御妥照を図うと共に皆槌会誌のお甜り

で気以 く 玉秘を期わります様御願い <t•J:げます。

cオリ ンピクに於ける孜陸上選T(j)恰；収一体位の

劣れるこ と、鍛辣の不十分、精神力の足らなかつ

たことなど総罪Itは沿評しています。
国民休位の1i,JJ:、国民精神の品約とれ1まつて学

校教育に於て、児菫'lt.l!の心身の鍛錬に不断の御

努力な御願い申上げる次第であり ます0 (寺田）
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50年の

最新の技術を基礎とした ; ~ll'.}:&il~f i?¼@!tf it:Wtll 

◎ 襲主ガ1密
イ月漣竺

カウイ

① 菓子様美味の固形乳剤

で肝油臭がない

② 肝油が完全乳化で消化
吸収がよい

③ 酸化防止の皮膜により

長年月ビタミンが安定
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各種
ピタミン綜合剤並に
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